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株式会社有隣堂（本社：神奈川県横浜市 代表取締役社長：松信 健太郎）は、7月31日、当社出版物の最新刊として、

『横浜 鉄道と都市の150年』を発売します。著者は、横浜都市発展記念館を経て、横浜市史資料室に勤務する岡田 直氏

です。1872年に日本で最初の鉄道が新橋、横浜間で開業して150年余り、横浜駅および横浜市内の鉄道路線の開通から現

在までの歩みをたどりながら、大都市横浜が形成されるまでの過程を鉄道とともに追っています。また本書では、有隣新書として初

めて16頁にわたるカラー口絵を設け、色刷りの地図を通して市域の拡張や鉄道路線の変遷が手にとるようにわかる内容となって

おり、鉄道ファンのみなならず、広く横浜市民の皆様に読んでいただきたい1冊です。 
  

●書名  ：有隣新書87 『横浜 鉄道と都市の150年』  

●著者  ： 岡田 直 

●出版社： 有隣堂 

●定価  ： 税込1,485円 (本体1,350円＋税)   

●体裁  ： 新書判 ・ 本文224頁（口絵カラー16頁） 

●ISBN  ： 9784896602425 

●発売日： 2023年7月31日予定 

●取り扱い：有隣堂各店（一部店舗除く）、全国の書店  

●内容：  

1872 年、日本で最初の鉄道が新橋、横浜間で開業した。横浜駅はその後 2度 

場所を移し、現在の 3 代目横浜駅は日本で一番数多くの鉄道事業者が乗り入れ 

る巨大ターミナルとなっている。 

本書は、「日本のサグラダ・ファミリア」ともいわれる横浜駅ならびに横浜市内の鉄道 

路線の開通から現在までの歩みをたどりながら、横浜市域の拡張に伴い市街地化 

が進展して、大都市横浜が形成されるまでの過程を、鉄道とともに追う。 
   

 
 

 

 

 

 

 

■担当編集者からのメッセージ 

一番の注目ポイントは、有隣新書シリーズ 87 冊目にして初めて 16 頁にわたるカラー口絵を設けたことです（過去は 4頁が最

高でした）。鉄道関係の資料が色鮮やかに再現されるとともに、色刷りの地図を通して、市域の拡張や鉄道の路線の変遷が手

にとるようにわかります。また、本書は各社各線別に路線の移り変わりをたどるだけでなく、鉄道が地域に与えた影響の考察にも多

くを割き、都市形成史としての一面も持っています。鉄道ファンだけではなく、広く横浜市民に読んでいただきたい 1 冊です。 
  

■有隣堂の出版物 https://www.yurindo.co.jp/yurin/tanko 
 

PRESS RELEASE 

〈報道関係各位〉 

鉄道の発展を通して都市横浜の歩みをたどる 

有隣堂の最新刊 『横浜 鉄道と都市の150年』7月31日発売 

150年の変遷を16ページのカラー口絵などと併せて鮮やかに再現 

 

著 者：岡田 直（おかだ なおし） 

1967 年生まれ。書籍編集者、横浜都市発展記念館を経て、現在は横浜市史資料室に勤務。編著書に『地図で読み解くＪＲ京

浜東北・根岸線沿線』（三才ブックス）、共著書に『地図で楽しむ横浜の近代』（風媒社）、監修に『地図で読み解く東急沿線』

（三才ブックス）『京急沿線の不思議と謎』（実業之日本社）、解説に『吉田初三郎鳥瞰図集』（昭文社）などがある。 

https://www.yurindo.co.jp/yurin/tanko

